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Concept 
金沢一帯には名所が多いが回遊性には乏しい。また学生がフラットに作品を通じ
て発信できる場が存在しない。金沢の地域活性化と学生発信の場の提供を含め
て再検討する必要があると考えた。 

Site 

竪町通りと兼六園・２１美の南下する通りの交差地
点。２つの高校、交通量の多い交差点に隣接して
おり、ポテンシャルを持った敷地となっていた。 

Diagram 

After 
金沢は２１美が出来てからアートの街と言われ始めてはいるが、まだ
まだ他の県に比べると劣っている。学生の優秀作品をもっと発信する
ことによって「頑張ればあそこに置ける！」と、金沢の学生のポテン
シャルをあげ、さらに外部との様々なキッカケ作りの場を提供する事で
レベルアップできるのではないかと構想している。 

・竪町 

・２１美 

・兼六園 

・人の動線 

・滞留スペース 

・学生の演奏の場 

学生作品が内部動線に立ち並ぶ
建築形態。 

３ヶ所からの人
の流入を考える。 

入口部分の拡張と間
を置いた休憩空間。 

ﾚｽﾄﾗﾝから見えるﾗ
ｲﾌﾞ形式の場と大
広場を設ける。 
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